防災気象情報が令和8年5月下旬から大きく変わります
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１　はじめに

気象庁が発表する大雨警報などの防災気象情報は、災害時に避難の判断をする上で非常に重要な情報です。
しかし、現在の情報は避難するタイミングが分かりづらいという課題がありました。

そこで、避難するタイミングを分かりやすく伝えるため、防災気象情報を大きく見直します。

新たな防災気象情報は、令和8年5月下旬から運用開始する予定です。
具体的な運用開始日は、4月中にお知らせします。

この資料では、情報の変更点や活用方法などについて説明しています。


２　警戒レベルと防災気象情報の関係

新たな防災気象情報の説明をする前に、避難に関する警戒レベルと、気象庁が発表する防災気象情報の関係を説明します。

警戒レベルは、災害の危険度と住民の避難行動を５段階に整理したものです。
警戒レベル１は、今後気象状況が悪化するおそれが出てきた段階で、災害への心構えを高める。
警戒レベル２は、気象状況が悪化してきた段階で、ハザードマップなどで避難行動を確認する。
警戒レベル３は、災害のおそれがある段階で、高齢者や障害者など、避難に時間のかかる方が危険な場所から避難する。
警戒レベル４は、災害のおそれが高い段階で、危険な場所から全員が避難する。
警戒レベル５は、災害が発生しているか差し迫った状況なので、直ちに命を守る行動をとる。

市町村は避難情報を発令し、住民に避難を呼びかけます。避難情報には、警戒レベル３高齢者等避難、警戒レベル４避難指示、警戒レベル５緊急安全確保の３つがあります。

気象庁が発表する大雨警報などの防災気象情報は、市町村が避難情報を発令したり、住民が自主避難の判断をする際の参考となる情報、「警戒レベル相当情報」と位置づけられています。



３　新たな防災気象情報の概要

新たな防災気象情報では、次のように、警戒レベルとの関係が明確になります。
レベル１早期注意情報
レベル２注意報
レベル３警報
レベル４危険警報
レベル５特別警報
なお、「危険警報」は、レベル４に対応する情報として、新たに設けられた名称です。

レベル５特別警報が発表される段階では、災害が発生しているか差し迫った状況で、安全な避難は困難となりますので、レベル４までの段階で避難することが重要です。

このようにレベルを付して発表する情報は、河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮の4つの現象を対象とします。

次ページより、個別の現象ごとに説明します。
なお、レベル１早期注意情報は、個別の現象の後に説明します。


４　河川氾濫に関する情報

河川の水位が上昇し、氾濫のおそれがある場合には、その危険度に応じて、次の情報が順次発表されます。

レベル２氾濫注意報
レベル３氾濫警報
レベル４氾濫危険警報
レベル５氾濫特別警報

この情報は、全国の約400の「洪水予報河川」という大きな河川を対象に、河川ごとに発表します。
対象の河川は、気象庁ホームページの「指定河川洪水予報　予報区域一覧」からご確認ください。

洪水予報河川の浸水想定区域にお住いの方は、河川氾濫に関する情報や市町村から発令される避難情報を確認し、レベル４までに避難してください。


５　大雨に関する情報

大雨が降ると、排水が追い付かずに低い土地が浸水したり、中小河川の氾濫が発生することがあります。
大雨によって、このような災害のおそれが高まってきた場合には、次の情報が順次発表されます。

レベル２大雨注意報
レベル3大雨警報
レベル４大雨危険警報
レベル５大雨特別警報

大雨に関する情報は、市町村ごとに発表します。

中小河川の洪水の危険性については、これまでは洪水注意報・警報で注意警戒を呼び掛けてきましたが、今後は洪水注意報・警報の発表は行わなくなります。
大雨に関する情報が発表された場合には、中小河川の洪水にも注意警戒してください。
なお、大きな河川の洪水については、前のページで説明したとおり、河川氾濫に関する情報で警戒を呼びかけます。

低い土地、中小河川の近くや浸水想定区域にお住まいの方は、大雨に関する情報や市町村から発令される避難情報を確認し、レベル４までに避難してください。



６　土砂災害に関する情報

大雨によるがけ崩れや土石流などの土砂災害のおそれが高まっている場合には、次の情報が順次発表されます。

レベル２土砂災害注意報
レベル３土砂災害警報
レベル４土砂災害危険警報
レベル５土砂災害特別警報

警戒レベル４土砂災害危険警報は、現在は「土砂災害警戒情報」という名称で発表されています。
名称は変更になりますが、情報の性質・意味に変更はなく、がけ崩れが同時多発的に発生したり、土石流が発生するなど、土砂災害の危険性が非常に高まった状況で発表します。

土砂災害警戒区域など土砂災害の危険性がある場所にお住まいの方は、土砂災害に関する情報や市町村から発令される避難情報を確認し、レベル４までに避難してください。


７　高潮に関する情報

高潮は、台風が接近した時に、気圧の低下や海岸に向かって吹き寄せる風の影響で、海面が上昇する現象で、その上昇が大きい場合には海水が堤防を越えて居住地に流れ込み浸水被害をもたらします。

高潮による浸水被害のおそれがある場合、浸水被害のおそれがある状況となるまでの時間的猶予に応じて、次の情報が順次発表されます。

レベル２高潮注意報
レベル3高潮警報
レベル４高潮危険警報
レベル５高潮特別警報

レベル5高潮特別警報は、台風が接近し、現に高潮による氾濫が発生しているか切迫している状況で発表されます。

高潮浸水想定区域にお住いの方は、高潮に関する情報や市町村から発令される避難情報を確認し、レベル４までに避難してください。



８　その他の特別警報・警報・注意報

河川氾濫・大雨・土砂災害・高潮に関する情報以外の特別警報・警報・注意報、具体的には次に記載する情報は、現在の情報と変わりません。

暴風・波浪・大雪・暴風雪の各特別警報
暴風・波浪・大雪・暴風雪の各警報
強風・波浪・大雪・風雪・濃霧・雷・乾燥・なだれ・着氷・着雪・霜・低温・融雪の各注意報



９　早期注意情報

前のページでレベル1の情報として紹介した早期注意情報は、５日先までに警報級の現象が発生する可能性を、中・高の2段階で発表します。

早期注意情報で、大雨・土砂災害・高潮についての警報級の可能性が中または高と発表された場合は、警戒レベル１、今後気象状況が悪化するおそれがある状況に該当します。
最新の防災気象情報を確認するなど、災害への心構えを高めてください。


10　まとめ

気象庁は、令和8年5月下旬から、防災気象情報を大きく変更します。

新たな防災気象情報では、河川氾濫・大雨・土砂災害・高潮の4つの現象について、警戒レベルと整合した数字をつけて発表することで、避難のタイミングが分かりやすくなります。

レベル５は、すでに災害が発生しているか、もしくは切迫した状況なので、レベル４までに危険な場所から避難することが重要です。
高齢者や障害者など、避難に時間を要する場合には、レベル３などより早い段階での避難を心がけてください。

避難確保計画や個別避難計画など、計画やマニュアルにおいて、防災気象情報の記載がある場合には、必要に応じて修正してください。

不明な点などありましたら、自治体の福祉部局や障害者団体などを通じて、地元の気象台にご相談ください。

